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三ツ矢元町子供見守り隊
（スクールガード）

子どもたちの登下校の時間に合
わせた見守り活動を実施されて
います。地域の皆さんの協力が、
子どもたちの安心できる環境づ
くりにつながっています。

 今号の表紙
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令和５年３月定例月議会
会期／2月27日～3月22日

令和5年度当初予算を議員がきびしくチェックしました

３月定例月議会　予算常任委員会報告
予算常任委員会には、令和5年度予算案等議案19件について審査しました。

健康福祉分科会　3月14日、22日

産業建設分科会　3月13日、22日

予算常任員会（全体会）

	 総務教育分科会　3月15日

付言　�〇長浜南部学校給食センターの塗床修繕に関しては、議会への報告が適時適切でないため、
執行部への大きな不信感へとつながり、誠に遺憾である。また、今回の修繕箇所は、以前に
も一部改修をしていることから、もう二度と起こらないよう原因追及調査を引き続き行い、
関係者と綿密な協議をしながら予算を執行するよう求める。

　　　�　執行部に対しては、以前から幾度となく申しあげているが、この状況が続くようであれば、
議会はもとより市民の皆さまへの説明責任が十分に果たせたとは言い難いため、各事業の進
捗状況等について経過報告を含め、議会に適時適切に詳細かつ丁寧な報告をされるよう求め
る。

　　　�〇執行部の議案説明に誤りがあったことは、行政として基本的な報告事項の説明が議会に対
してできていないということであり、執行部への大きな不信感へとつながり誠に遺憾である。
また、説明の誤りは市民を冒とくしていることと等しい行為であり、決して看過することは
できない。このようなことが二度とないように事前にしっかりと提案内容について整理し、
正確な説明が行われるよう強く求める。

Q　�宿泊・滞在型観光推進事務費において、観光ＭａａＳシステムの構築には地域公共交通利用が
必要となるが、市は構築にあたってどのような考えがあるか。

A　�市内には駅が複数あり、成功事例の良いところを取り入れ、長浜市ならではのシステム構築を
考えています。

意見　部局を超えた体制が必要であるため、しっかり連携をとって予算執行に努められたい。

Q　南長浜地域まちづくり検討業務において、検討会議の委員はどのような人で構成されるのか。

A　専門家、地元事業者、先進地の方等です。

意見　�専門家等の意見も大事だが、地域の人からのさまざまな意見を優先してしっかりと聞き、議
論を深めて事業推進に努められたい。

Q　�地域医療連携事業費における病院再編については、長浜市立 2病院経営形態検討委員会で、6
月までに具体的な内容をまとめ、9月に経営形態を決定されるが、それまでの間、最優先で取
り組む業務は何か。

A　市民の方に周知することが最優先です。

意見　�市民の皆さんに適時的確に分かりやすい情報を提供し、市民の方向けの説明会の開催につい
て検討されたい。
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各常任委員会に付託された議案 16件、請願 4件について審査しました。
採決結果は 15ページをご覧ください。

健康福祉常任委員会　3月14日

産業建設常任委員会　3月13日

総務教育常任委員会　3月15日

先進地等の事業について行政視察を行いました。

産業建設常任委員会行政視察
視察日：令和 5年 2月 1日 (水)、2日 (木)
視察先、視察内容：
　　　　熊本県八代市「観光ＤＭＯについて」
　　　　福岡県大牟田市「空家等対策について」
　　　　今後のまちづくりや市政の発展に役立ててまいります。

令和５年３月定例月議会
会期／2月27日～3月22日

３月 定 例 月 議 会 　 常 任 委 員 会 報 告

Q　�議案第 24号長浜市市営住宅条例等の一部改正について、市営住宅入居時の連帯保証人
制度の見直しにより、今後利用者はどのくらい増えると見込んでいるのか。

A　�これまでは連帯保証人を求めていたが、今後は緊急連絡先の報告だけになるので、具体
的な人数は不明だが、現在よりは入居しやすくなると考えています。

Q　�議案第 25号長浜市消防団の設置等に関する条例の一部改正について、今回の改正では
消防団員数をどのように変更するのか。

A　�令和 6年 4月 1日から新体制に組織再編することを消防団が決められ、定数を見直す
にあたって、今回、現在の定数 2,014 人を実団員数である 1,748 人に合わせるための
条例改正です。

意見

長浜市消防団の設置等に関する条例の一部改正により、消防団の団員数の減少について改正
されるが、広報ながはま 3月号で未決定の事項が記載されている。今後市民への情報提供は、
議会での審議や議論を踏まえたうえで、誤解が生じることがないよう慎重に対応されたい。

意見

議案第 32号長浜市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部改正で、安全対策等について改正している。放課後児童クラブを利用する子どもの安全確
保が最優先であるのはもちろんのことだが、放課後児童クラブの現場で働く人の負担が大き
くなりすぎないように、現場の声をしっかり取り入れながら取り組んでいただきたい。
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長浜市議会の個人情報の保護に関する条例を制定しました。

請願を審査しました。

意見書を
滋賀県知事宛に
提出しました。

執行部へ通知し、６月定例月
議会までに、その処理の経過
及び結果の報告を求めました。

Point

Point

長浜市議会における個人情報の取扱いに関する事項を定めるため、個人情報の保護に関する
法律や長浜市個人情報の保護に関する法律施行条例の規定の内容を踏まえつつ、長浜市議会
の個人情報の保護に関する条例を制定しました。（令和５年４月１日施行）

霞堤内農地の公益性の認定と災害復旧早期対応の
強化を求める意見書（抜粋）（意見書案第１号）

　高時川においては、滋賀県が霞堤と認定してい
る箇所があり、氾濫が起こりうる可能性もありま
す。
　よって、霞堤が果たす治水上の役割についての
整理を行うとともにその公益性を認定するため、
次の事項について特段の措置を講ずるよう強く要
望いたします。
１�　霞堤が果たす治水上の役割についての整理を
行うとともにその公益性を認定されたい。また、
認定にあたっては関係する地域住民、農地所有
者、農業経営者へ丁寧に説明を行われたい。
２�　河川管理者による災害発生時における見回り
体制及び氾濫発生時における災害復旧の早期対
応の強化を図られたい。

高時川の抜本的な環境回復計画の策定と実施を求
める意見書　（抜粋）（意見書案第２号）

　高時川はこれまでも度々濁ってきましたが、昨
年 8月 4日から 5日にかけ、高時川流域で発生し
た豪雨以来、濁り続けています。姉川下流での昨
秋のアユの産卵は例年より大幅に減少しました。
農業への影響も懸念されています。
　ついては、高時川の清流を取り戻すため、次の
事項について、特段の措置を講ずるよう、強く要
望します。
【要望事項】
　滋賀県においては、国の支援と長浜市との連携
のもと、徹底的な濁水の原因調査、源流域の土砂
流出の防止と、森林の再生を含む抜本的な環境回
復計画を策定し、計画の実施に取り組まれたい。
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択
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︵
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︶

不
採
択

住
民
投
票
条
例
制
定
に
向
け

研
究
検
討
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
の
請
願

︵
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︶
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収
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︶

採
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願

︵
請
願
第
４
号
︶

請願とは、国や地方自治体が行う仕事に関係することにつ
いて、市民が直接意見や希望を述べることです。請願の提
出には紹介議員を必要とします。日本国憲法第 16条に定
められた国民の基本的人権のひとつです。

意見書とは、地方自治法第 99条に基づき、
市の公益に関することについて、国や県
などの関係行政庁に対し、議会の意思を
意見としてまとめたものです。

意見書の
全文はこちら➡
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３月定例月議会では、４会派が代表質問、
14 人の議員が個人一般質問を行いました。

	会派代表質問（会派名）　※下記の質問項目のうち、太字部分について要約し、６～７ページに掲載しています。
〇恵風会（藤井　登 議員） ①病院の再編について　　②高時川の濁水問題について
� ③県立高校入学者選抜学力調査の出願状況について
� ④長浜バイオ大学について　　⑤EV・PHV電気自動車の充電設備について
� ⑥長浜南部地域の都市（まち）づくりについて
〇新しい風（中川　勇 議員） ①コロナ禍の収束と人口減少下での長浜市再生に向けての基本的スタンス等について
� ②南部・北部市域でのバランスの取れた地域振興について
� ③市内各産業界の将来展望を見据えた対応について
� ④市民が安心と信頼が出来る地域医療体制について
� ⑤指定管理者制度の問題点と今後の見直しについて
〇日本共産党長浜市議団 ①令和５年度予算案と市民要求について　　②令和５年度国民健康保険制度について
　　　　（髙山　亨 議員） ③長浜市の病院再編について　　④脱炭素ゼロカーボンシティ宣言について
� ⑤マイナンバーカードと健康保険証等との抱き合わせについて
〇公明党（鋒山紀子 議員） ①令和５年度　施策について　　②多様性を認め合う社会、まちづくりについて
� ③リスキリング（学び直し）による能力向上支援について

	個人一般質問（質問者順）　※下記の質問項目のうち、太字部分について要約し、８～14 ページに掲載しています。
〇加納義之 議員 ①投票しやすい環境づくりについて　　②長浜市の観光誘客について
○鬼頭明男 議員 ①消防団組織再編について　　②さまざまな世代の市民要求について
○橋本典子 議員 ①同性婚について　　②しょうがい者の福祉サービスの拡充について
 ③会計年度任用職員について
○矢守昭男 議員 ①未来子ども若者局の役割について　　②学校外の支援体制について
� ③学校現場等での読書活動について　　④コミュニティスクールの取組について
� ⑤自治会役員の負担軽減策について　　⑥少子化対策、出生率向上について
〇竹本直隆 議員� ①中小企業者に関する国等の契約の基本方針について
� ②人工透析患者が安心して通院できる交通手段の助成について
� ③森林整備について　　④鳥獣保護区内での狩猟について
� ⑤防災行政無線の活用について
〇田中真浩 議員� ①過疎地域における防災体制について
○杉本英一 議員� ①今後の長浜大改革について
〇村山さおり 議員� �①（仮称）余呉南越前第一・第二ウィンドファーム発電事業環境影響評価準備書に

関する環境保全の見地からの意見について
� ②市立長浜病院と長浜市立湖北病院と長浜赤十字病院の再編について
� ③パートナーシップ制度の導入について
○岩川信子 議員� ①男女共同参画推進状況について　　②子育て支援について
� ③４５０周年記念行事に向けての観光について
〇中川リョウ 議員� ①ヤングケアラー支援について　　②スポーツコミッションについて
� ③移住施策について　　④長浜バイオ大学の公立化について
� ⑤長浜市立湖北病院について
〇大橋延行 議員� ①地域医療構想に基づく医療再編について
� ②病院再編にかかる長浜市立2病院経営形態検討委員会の協議経過について
○千田貞之 議員� ①物価高騰対策について　　②新型コロナウイルス感染症対策、特例貸付について
� ③ネーミングライツについて　　④消防団について　　⑤有害鳥獣対策について
○多賀修平 議員� ①虎姫地域等の過疎地域拡大への対応について
� ②県道東野虎姫線のバイパス整備の推進等について
○北川陽大 議員� ①当初予算の概要について　　②病院の経営形態再編と医療再編について
� ③犯罪被害者支援の連携協定締結について　　④基本的な教育の方向性について

市政を問う
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各会派の代表質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

会 派 代 表 質 問

会派代表質問
録画映像QR

会派代表質問
録画映像QR

問　

市
街
地
で
の
空
き
店

舗
等
の
再
生
に
向
け
た
課

題
及
び
対
応
等
を
問
う
。

答　

新
規
出
店
や
事
業
継

続
に
お
い
て
は
、
家
賃
負

担
が
ハ
ー
ド
ル
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

ま
す
。
商
工
会
議
所
内
に

中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗

対
策
等
を
検
討
い
た
だ
く

委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
す

の
で
、
市
も
積
極
的
に
課

題
の
共
有
や
解
決
に
議
論

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

製
造
業
・
倉
庫
業
等

市
内
工
業
に
向
け
た
企
業

立
地
助
成
金
制
度
の
見
直

し
を
問
う
。

答　

今
後
は
こ
れ
ま
で
の

製
造
業
を
中
心
と
す
る
施

策
を
継
承
し
つ
つ
も
、
地

域
へ
の
波
及
効
果
を
重
視

し
、
高
付
加
価
値
を
生
み

出
す
業
種
拡
大
等
も
含

め
、
見
直
し
の
研
究
を
進

め
ま
す
。

問　

農
業
担
い
手
の
将
来

不
安
へ
の
払
し
ょ
く
に
向

け
た
対
応
等
を
問
う
。

答　
﹁
地
域
計
画
﹂
に
つ

い
て
は
推
進
体
制
を
整

え
、
市
内
約
2�

8�

0
集
落

を
対
象
と
し
て
計
画
策
定

を
進
め
ま
す
。
緊
急
時
の

農
作
業
支
援
体
制
に
つ
い

て
は
市
内
Ｊ
Ａ
と
協
定
を

結
ぶ
と
共
に
、
地
域
農
業

者
の
互
助
団
体
の
活
動
を

補
助
支
援
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
本
市
の
実
情
に

あ
っ
た
施
策
を
検
討
し
、

不
安
払
し
ょ
く
に
努
め
ま

す
。

各
産
業
界
の
将
来
展
望
を

見
据
え
た
対
応
を
問
う
！

新
し
い
風

中
川
　
勇
　
議
員

みんなが安心して
暮らせるまちに！

問　

病
院
再
編
に
か
か

る
長
浜
市
立
2
病
院
経
営

形
態
検
討
委
員
会
と
湖
北

圏
域
地
域
医
療
構
想
調
整

会
議
が
開
催
さ
れ
議
論
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
議
論
が
意
義
あ
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
も
「
相

互
補
完
機
能
」
が
求
め
ら

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
考

え
か
を
問
う
。

答　

長
浜
保
健
所
に
よ
り

開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
湖

北
圏
域
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
で
は
、
医
療
機
能

再
編
の
方
向
性
を
関
係
者

間
で
確
認
し
、
そ
の
実
現

の
た
め
の
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
長
浜
保
健
所
に

よ
る
調
整
の
下
、
診
療
科

の
一
元
化
に
向
け
た
両
病

院
の
継
続
し
た
主
体
的
な

協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

県
の
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
と
市
の
経
営
形
態

検
討
委
員
会
は
相
互
に
協

力
し
な
が
ら
、
役
割
分
担

を
お
こ
な
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
医
療
機
能
再
編
と
経

営
形
態
決
定
に
向
け
、
今

後
重
大
な
局
面
を
む
か
え

て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
緊
密
に
連
携
を
深

め
、
し
っ
か
り
と
情
報
共

有
を
図
っ
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

「独立行政法人」方式？「指定管理者制度」方式？
それとも？

病
院
再
編

恵
風
会

藤
井
　
登
　
議
員

集落内農用地等 市街地空き店舗

物価高等の影響で、
諸課題が山積して
います !
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市民の声が反映された
地域公共交通を

問　

高
齢
社
会
特
有
の
問

題
が
発
生
し
て
い
る
。
そ

の
一
つ
に
移
動
手
段
の
確

保
が
あ
る
。
地
域
構
造
か

ら
み
た
運
行
方
式
を
再
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
見

解
を
問
う
。

答　

本
市
で
は
、
バ
ス

に
代
わ
る
交
通
手
段
と
し

て
、
デ
マ
ン
ド
型
の
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
を
運
行

し
、
地
域
住
民
の
移
動
手

段
を
確
保
し
て
お
り
ま

す
。
運
行
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
一
般
タ
ク
シ
ー
運

行
事
業
者
と
の
競
合
に
配

慮
し
な
が
ら
、
地
域
構
造

に
応
じ
た
運
行
方
式
を
採

用
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
年
度
、
市
民
や
利
用

者
の
方
を
対
象
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

感
謝
の
声
を
い
た
だ
い
て

い
る
一
方
で
、﹁
直
接
、

病
院
や
買
い
物
に
行
け
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
﹂
な

ど
と
い
っ
た
運
行
区
域
や

停
留
所
、
運
行
時
間
等
に

関
す
る
ご
意
見
も
伺
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
声
に
少
し
で

も
応
え
る
た
め
、
令
和
5

年
度
よ
り
実
証
実
験
事
業

と
し
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
﹁
総
合
病
院
﹂﹁
商
業

施
設
﹂
に
行
け
る
よ
う
、

区
域
外
停
留
所
を
増
設
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た

地
域
公
共
交
通
網
を
再
構

築
し
、
誰
も
が
安
全
・
安

心
で
、
快
適
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
め

ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
施
策
・

移
動
手
段
の
改
善
を

公
明
党

鋒
山
　
紀
子
　
議
員

問　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
推
進
は
大
変
重
要
で

あ
る
が
、
大
規
模
化
は
、

逆
に
環
境
を
破
壊
す
る
事

態
を
全
国
各
地
で
引
き
起

こ
し
て
い
る
。
太
陽
光
発

電
も
、
山
す
そ
の
山
林
伐

採
で
景
観
上
の
問
題
や
、

土
砂
崩
れ
・
洪
水
要
因
が

危
惧
さ
れ
て
い
る
。
余
呉

の
風
力
発
電
計
画
は
、
高

さ
1 

8 

0
ｍ
の
風
車
を
39

基
（
福
井
県
側
も
含
め
）

建
設
し
、
旧
ス
キ
ー
場
跡

地
だ
け
で
な
く
、
そ
の
数

倍
の
広
さ
の
ブ
ナ
等
森
林

を
伐
採
し
、
大
型
ダ
ン
プ

が
行
き
交
う
道
路
建
設

や
、
鉄
塔
の
土
台
も
大
量

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
埋
め

込
ま
れ
、
将
来
に
わ
た
り
、

豊
か
な
自
然
と
調
和
で
き

る
の
か
問
う
。

答　

本
事
業
は
、
本
市

が
掲
げ
る
﹁
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
﹂
の
趣
旨

に
合
致
し
、
地
域
振
興
上

も
地
元
自
治
会
や
地
域
づ

く
り
協
議
会
か
ら
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
開
発
に
伴
う
森
林
環

境
や
生
態
系
、
動
植
物
や

河
川
等
周
辺
の
環
境
に
配

慮
し
、
事
後
調
査
も
含
め

た
環
境
保
全
措
置
を
し
っ

か
り
検
討
す
る
よ
う
滋
賀

県
知
事
に
意
見
書
を
提
出

し
、
自
然
破
壊
に
つ
な
が

ら
な
い
よ
う
、
今
後
の
事

業
者
の
対
応
を
注
視
し
て

ま
い
り
ま
す
。

大阪梅田ツインタワーズ・ノース（地上 41階）
高さ 187m／こうしたビルの高さの風車が林
立する光景か

余
呉
風
力
発
電
建
設
は
、

自
然
と
調
和
で
き
る
か

日
本
共
産
党
長
浜
市
議
団

髙
山
　
亨
　
議
員

地産地消に向けた
小規模発電所の
建設促進を
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高齢者の笑顔に
繋がる支援と
体制づくりを！

問　

難
聴
者
へ
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
問
う
。

答　

補
聴
器
を
効
果
的
に

ご
利
用
い
た
だ
く
に
は
、

装
着
時
の
雑
音
や
装
着
感

に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
が
一

定
期
間
必
要
に
な
り
ま
す
。

来
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す

中
等
度
難
聴
高
齢
者
に
対

す
る
補
聴
器
購
入
費
の
助

成
に
お
い
て
は
、
専
門
医

へ
の
受
診
、
補
聴
器
技
能

者
が
在
籍
す
る
販
売
店
で

の
補
聴
器
の
貸
し
出
し
や

補
聴
器
技
能
者
に
よ
る
段

階
を
踏
ん
だ
音
量
の
調
整

な
ど
を
要
件
と
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
補
助

制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く

な
か
で
、
補
聴
器
の
継
続

的
な
ご
利
用
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
補
助
金
利
用

者
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
購
入
前
後

に
お
け
る
耳
の
聴
こ
え
や

社
会
参
加
の
状
況
と
い
っ

た
利
用
者
の
生
活
の
質
の

変
化
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
補
聴
器
が
継
続
的
に

利
用
で
き
る
よ
う
必
要
に

応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
聴
力
検
査
や
相

談
会
な
ど
、
他
市
で
実
施

さ
れ
て
い
る
先
進
的
な
事

例
や
そ
の
成
果
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
引
き
続
き
広

く
情
報
収
集
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

鬼
頭
　
明
男
　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

高
齢
期
の
「
聴
こ
え
の
支
援
」

充
実
を
！

誰もが投票しやすい
環境づくり

問　

東
近
江
市
は
長
浜
市

と
同
じ
よ
う
な
人
口
・
可

住
地
面
積
だ
が
、
投
票
所

の
数
は
東
近
江
市
が
52
か

所
で
長
浜
市
は
37
か
所
で

あ
る
。
ま
た
彦
根
市
は
、

長
浜
市
と
同
じ
よ
う
な
人

口
だ
が
、
可
住
地
面
積
は

長
浜
市
の
約
44
％
の
面
積

で
投
票
所
数
が
38
か
所
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
同
僚
議
員
が
見
直

し
を
訴
え
て
い
た
こ
と
を

裏
付
け
る
デ
ー
タ
で
あ

り
、
い
か
に
長
浜
市
の
投

票
所
が
少
な
い
か
を
表
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

市
の
見
解
を
問
う
。

答　

投
票
環
境
の
見
直

し
に
あ
た
っ
て
は
、
国
の

投
票
所
設
置
基
準
を
も
と

に
、
小
学
校
区
に
一
か
所

設
置
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
、
地
理
的
条
件
や
生
活

環
境
、
人
口
分
布
、
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及

や
交
通
事
情
の
大
き
な
変

化
を
踏
ま
え
て
37
か
所
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

併
せ
て
、
投
票
区
に
と
ら

わ
れ
ず
、
投
票
で
き
る
共

通
投
票
所
制
度
の
導
入
や
、

投
票
所
ま
で
の
距
離
が
3

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

地
域
の
方
や
交
通
手
段
が

な
い
方
に
対
す
る
移
動
支

援
を
実
施
し
、
投
票
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

投
票
環
境
の
見
直
し
の

後
に
執
行
し
た
長
浜
市
長

選
挙
か
ら
一
年
が
経
過

し
、
そ
の
間
、
複
数
の
選

挙
を
執
行
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
投
票
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
の
取
組
に
一

定
の
成
果
が
見
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
い
ず
れ
の
選
挙

に
お
い
て
も
、
投
票
率
は

前
回
の
選
挙
を
上
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
共

通
投
票
所
制
度
や
移
動
支

援
の
取
組
の
定
着
を
図
る

と
と
も
に
、
更
に
投
票
環

境
の
向
上
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

加
納
　
義
之
　
議
員

（
新
し
い
風
）

投
票
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
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問　

国
で
は
令
和
5
年
4

月
1
日
か
ら
、
こ
ど
も
家

庭
庁
が
発
足
さ
れ
る
。
新

規
事
業
と
し
て
、
学
校
外

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

る
い
じ
め
等
の
解
消
に
向

け
た
手
法
の
開
発
や
、
い

じ
め
調
査
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
任
命
・
活
用
事
業
が
行

わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏

ま
え
、
令
和
5
年
度
の
本

市
に
お
け
る
新
規
事
業
の

取
組
の
考
え
に
つ
い
て
問

う
。

答　

本
市
の
教
育
委
員
会

で
は
、
弁
護
士
、
臨
床
心

理
士
、
社
会
福
祉
士
等
外

部
の
専
門
家
に
よ
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
い
じ
め
問
題
解
消
に

向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
月

に
1
回
、
学
校
関
係
者
が

弁
護
士
に
相
談
を
す
る
機

会
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
児
童
生
徒
の
家
庭
環

境
や
成
育
歴
・
発
達
課
題

等
、
い
じ
め
問
題
の
背
景

を
客
観
的
に
分
析
し
、
問

題
解
決
に
向
け
て
支
援
策

を
考
え
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
学
校

に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
は
、
弁
護

士
に
よ
る
相
談
時
間
数
を

増
や
し
、
よ
り
多
く
の
事

案
に
対
応
で
き
る
体
制
に

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
へ
の
資
質
向
上
事
業

に
取
り
組
む
予
定
を
し
て

お
り
ま
す
。

矢
守
　
昭
男
　
議
員

（
新
し
い
風
）

※
質
問
時
は
恵
風
会

未
来
子
ど
も
若
者
局
の
役
割

多様性が尊重
される社会へ！

問　

東
京
地
裁
は
昨
年
11

月
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
ら
が
、

同
性
婚
を
認
め
な
い
民
法

や
戸
籍
法
の
規
定
は
憲
法

違
反
だ
と
し
て
国
に
損
害

賠
償
を
求
め
た
訴
訟
で
、

憲
法
24
条
2
項
に
照
ら
し

て
、
同
性
婚
が
で
き
な
い

の
は
、
憲
法
に
違
反
し
て

い
る
状
態
だ
と
し
た
。

　

ま
た
「
家
族
に
な
る
と

い
う
希
望
を
、
同
性
愛
者

と
い
う
だ
け
で
、
生
涯
を

通
じ
て
不
可
能
に
な
る
こ

と
は
、
そ
の
人
格
的
生
存

に
対
す
る
重
大
な
脅
威
、

障
害
で
あ
る
」
と
言
及
を

し
て
い
る
。「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
」
の
導
入
も

含
め
、
同
性
婚
に
つ
い
て

市
の
認
識
を
問
う
。

答　

同
性
婚
は
、
現
在
の

法
律
で
は
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
国
民
全
体
で
議

論
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
一

人
ひ
と
り
の
多
様
性
が
尊

重
さ
れ
る
よ
う
、﹁
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
﹂︵
自

治
体
独
自
で
当
該
者
を
婚

姻
に
相
当
す
る
関
係
と
認

め
証
明
書
を
発
行
す
る
制

度
︶
の
導
入
も
含
め
た
検

討
を
関
係
課
と
と
も
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

橋
本
　
典
子
　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
の

導
入
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
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ドクターヘリ

防災無線

問　

消
防
団
組
織
が
縮
小

さ
れ
る
が
、
人
海
戦
術
を

必
要
と
す
る
と
き
の
問
題

に
つ
い
て
問
う
。

答　

災
害
規
模
に
応
じ
、

管
轄
分
団
↓
方
面
隊
↓
地

区
↓
消
防
団
全
体
で
体
制

を
と
り
、
対
応
し
き
れ
な

い
場
合
は
全
国
の
消
防
援

助
隊
、
警
察
、
自
衛
隊
も

即
時
に
対
応
し
ま
す
。

問　

消
防
団
組
織
の
縮
小

に
加
え
、
数
年
後
に
は
余

呉
出
張
所
の
閉
鎖
も
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
自
警
団

等
の
自
主
防
災
組
織
と
の

連
携
に
つ
い
て
問
う
。

答　

自
治
会
の
自
主
防

災
組
織
の
育
成
が
大
事
に

な
っ
て
き
ま
す
。
防
災
指

導
員
や
草
の
根
防
災
体
制

育
成
事
業
補
助
の
拡
充
に

よ
り
、
自
治
会
の
防
災
体

制
づ
く
り
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

問　

緊
急
治
療
に
は
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
活
用
が
有
効

で
あ
る
が
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
活
用
や
ヘ
リ
ポ
ー
ト

の
増
設
に
つ
い
て
問
う
。

答　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
ド

ク
タ
ー
カ
ー
は
へ
き
地
に

お
け
る
緊
急
治
療
に
有
効

で
、
長
浜
市
で
も
活
用
が

増
え
て
お
り
積
極
的
な
活

用
が
必
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
ヘ
リ
の
発

着
に
は
公
共
施
設
駐
車
場

や
運
動
場
等
を
利
用
し
て

お
り
、
新
規
ヘ
リ
ポ
ー
ト

増
設
は
特
に
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

命を繋げ
ドクターヘリが
今日も飛ぶ！

田
中
　
真
浩
　
議
員

（
新
し
い
風
）

過
疎
地
に
お
け
る

防
災
体
制
に
つ
い
て

情報を市民の皆さんと共有する
ことによって行方不明者の早期
発見につながると思いますよ。

問　

防
災
行
政
無
線
は
、

日
本
の
官
公
庁
・
地
方
自

治
体
で
使
用
さ
れ
る
人
命

に
関
わ
る
通
信
を
確
保
す

る
た
め
に
整
備
さ
れ
た
専

用
の
通
信
シ
ス
テ
ム
と
さ

れ
て
い
る
。
長
浜
市
で
は

病
気
な
ど
に
よ
る
行
方
不

明
者
な
ど
の
捜
索
に
は
使

用
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
活
用
す
べ
き
と

思
う
が
市
の
見
解
を
問

う
。

答　

本
市
で
整
備
し
て

い
る
同
報
系
防
災
行
政
無

線
運
用
規
定
で
は
、
気
象

庁
が
発
表
す
る
重
要
な
情

報
・
住
民
の
生
命
及
び
財

産
に
関
わ
る
緊
急
事
項
等

に
つ
い
て
放
送
す
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
行
方
不

明
者
な
ど
の
捜
索
と
い
っ

た
個
別
事
案
に
つ
い
て
は

現
在
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

問　

家
族
に
と
っ
て
は
一

刻
も
早
い
発
見
を
望
ま
れ

て
お
り
、
長
浜
市
で
は
活

用
規
定
を
見
直
し
、
長
浜

市
独
自
の
規
定
を
作
成
す

べ
き
と
思
う
が
見
解
を
問

う
。

答　

防
災
行
政
無
線
の
性

質
上
、
個
別
案
件
に
は
使

用
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
真
に

必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合

は
使
用
を
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

竹
本
　
直
隆
　
議
員

（
新
し
い
風
）

防
災
無
線
の
活
用
に
つ
い
て
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高時川の
濁水対策を

問　
（
仮
称
）
余
呉
南
越

前
第
一
・
第
二
ウ
イ
ン

ド
フ
ァ
ー
ム
発
電
事
業

予
定
地
は
1 

9 

9 

7
年
に

ス
キ
ー
場
開
発
業
者
に
よ

り
違
法
開
発
さ
れ
、
乱
開

発
が
続
き
、
一
度
も
是
正

工
事
が
完
了
し
た
こ
と
が

な
い
地
域
と
の
こ
と
で
あ

る
。
是
正
工
事
が
完
了
し

な
い
ま
ま
開
発
だ
け
が
進

む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

当
該
開
発
地
の
是
正
工
事

を
優
先
的
に
行
い
完
了
さ

れ
る
よ
う
、
事
業
者

に
よ
る
工
事
の
進
捗

状
況
や
実
施
環
境
を

確
認
で
き
る
第
三
者

組
織
の
立
ち
上
げ
な

ど
を
県
に
求
め
る
必

要
が
な
い
か
問
う
。

答　

当
該
地
は
風
力
発

電
事
業
者
に
よ
っ
て
是
正

工
事
が
実
施
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
高
時
川
濁
水
対
策

連
絡
調
整
会
議
に
よ
り
ま

す
と
、
ス
キ
ー
場
跡
地
で

大
規
模
な
侵
食
と
土
砂
流

出
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
問
題
は
土
砂

流
出
の
原
因
の
一
つ
で
あ

る
と
さ
れ
て
お
り
、
全
体

像
と
し
て
の
濁
水
原
因
の

特
定
に
は
い
た
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
引
き
続
き
本
年

10
月
ま
で
調
査
を
継
続
さ

れ
、
来
年
度
新
た
に
検
討

会
議
が
設
置
さ
れ
調
査
内

容
が
検
証
さ
れ
ま
す
。
本

年
2
月
の
県
議
会
に
お
い

て
知
事
は
12
月
末
を
め
ど

に
濁
水
対
策
を
検
討
す
る

こ
と
と
、
ス
キ
ー
場
跡
地

の
緑
化
工
事
等
も
完
了
さ

せ
る
よ
う
事
業
者
に
指
導

し
て
い
く
と
答
弁
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
は
、
県
と

情
報
共
有
を
図
り
是
正
工

事
の
指
導
に
つ
い
て
強
く

要
請
し
、
是
正
工
事
の
効

果
や
工
事
完
了
後
の
継
続

し
た
状
況
確
認
に
つ
い
て

も
許
認
可
権
限
と
し
て
県

で
実
施
い
た
だ
く
よ
う
要

請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

村
山
さ
お
り
　
議
員

（
つ
な
ぐ
長
浜
）

ス
キ
ー
場
跡
地
の

是
正
工
事
を
最
優
先
に

改革には
時間が必要？

開町 450年祭

高時川本流とスキー場付近から流れる大音
波谷川

問　

市
立
2
病
院
と
長

浜
赤
十
字
病
院
の
統
合
問

題
、
ま
た
、
長
浜
バ
イ
オ

大
学
の
公
立
化
案
な
ど
浅

見
市
長
の
具
体
的
な
改
革

構
想
を
問
う
。

答　

市
長
就
任
以
来
﹁
病

院
再
編
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
取
り
組
ん
で
い
く
﹂

と
、
議
員
や
市
民
の
み
な

さ
ん
に
お
約
束
を
し
、
国
・

県
の
行
政
機
関
、
そ
し
て

医
療
関
係
者
の
方
々
に
ご

依
頼
を
申
し
あ
げ
、
身
を

粉
に
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

病
院
再
編
に
は
、﹁
診

療
科
再
編
﹂
と
﹁
経
営
形

態
﹂
の
2
つ
の
大
き
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

長
浜
保
健
所
と
市
が
相
互

に
協
力
し
つ
つ
役
割
分
担

を
し
て
、
検
討
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
特
に
経
営
形

態
に
つ
い
て
は
、
検
討
委

員
会
を
設
置
し
て
お
り
、

9
月
ま
で
に
判
断
し
ま
す
。

　

ま
た
バ
イ
オ
大
学
の
公

立
化
で
す
が
、
私
立
大
学

を
公
立
大
学
化
す
る
と
、

ブ
ラ
ン
ド
力
や
学
費
の
減

少
に
よ
り
公
立
化
当
初
は

入
学
者
を
確
保
し
、
大
学

を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
有

効
手
段
の
一
つ
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、

中
長
期
に
見
る
と
学
生
数

の
減
少
や
、
都
市
部
の
大

規
模
大
学
に
集
中
す
る
傾

向
が
強
ま
っ
て
い
る
な

ど
、
厳
し
い
状
況
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
と
の
連

携
や
大
学
改
革
に
向
け

て
、
懇
話
会
で
出
さ
れ
た

課
題
を
大
学
と
共
有
し
な

が
ら
、
公
立
化
す
べ
き
か

ど
う
か
を
判
断
し
て
ま
い

り
ま
す
。

杉
本
　
英
一
　
議
員

（
無
会
派
）

今
後
の
長
浜
大
改
革
に
つ
い
て
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問　

先
日
、
病
院
再
編

に
か
か
る
長
浜
市
立
2
病

院
経
営
形
態
検
討
委
員
会

を
傍
聴
し
た
が
、
市
立
長

浜
病
院
と
長
浜
赤
十
字
病

院
を
ど
の
よ
う
に
統
合
す

る
の
か
に
重
き
が
置
か
れ

「
市
民
が
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
体
制
」
が

整
う
の
か
不
安
を
感
じ

た
。
誰
の
た
め
の
医
療
な

の
か
、
医
療
・
介
護
資
源

が
減
少
し
て
い
る
北
部
地

域
の
地
域
医
療
や
地
域
包

括
ケ
ア
を
守
れ
る
の
か
、

し
っ
か
り
議
論
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

　

経
営
形
態
に
つ
い
て
選

択
肢
と
し
て
指
定
管
理
者

制
度
も
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
も
そ
も
指
定
管
理

者
制
度
は
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
つ
つ
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
節

減
等
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
制
度
で
あ
り
行
財

政
改
革
の
一
環
で
あ
る
。

疲
弊
す
る
北
部
地
域
に
お

い
て
地
域
医
療
を
守
る
に

は
指
定
管
理
者
制
度
は
そ

ぐ
わ
な
い
と
考
え
る
が
当

局
の
見
解
を
問
う
。

答　

現
在
検
討
さ
れ
て

い
る
湖
北
病
院
の
基
本
構

想
・
基
本
計
画
で
想
定
さ

れ
て
い
る
機
能
が
十
分
に

発
揮
さ
れ
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
質
の

高
い
医
療
が
提
供
で
き
る

経
営
形
態
に
つ
い
て
、
経

営
形
態
検
討
委
員
会
で

様
々
な
専
門
分
野
の
方
々

か
ら
ご
意
見
を
お
伺
い

し
、
こ
の
地
域
に
ふ
さ
わ

し
い
経
営
形
態
を
決
定
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

北部の地域医療を
絶対守る！

中
川
リ
ョ
ウ
　
議
員

（
新
し
い
風
）

湖
北
病
院
の

経
営
形
態
に
つ
い
て

安心・安全な
学童保育に努める

問　

共
働
き
の
ご
夫
婦
は

学
童
保
育
に
つ
い
て
、
悩

ま
れ
て
い
る
方
も
多
く
い

る
。

　

現
状
の
公
立
、
民
間
の

ク
ラ
ブ
数
、
学
童
指
導
員

の
人
数
は
妥
当
な
の
か
問

う
。

答　

共
働
き
の
就
労
を

し
っ
か
り
と
支
援
で
き
る

よ
う
、
本
市
で
は
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
こ

れ
ま
で
重
点
施
策
と
し
て

強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
現
在
の
ク
ラ
ブ

数
は
、
公
設
16
か
所
、
民

間
委
託
15
か
所
、
地
域
づ

く
り
協
議
会
等
が
運
営
さ

れ
て
い
る
小
規
模
6
か
所

の
合
計
37
か
所
、
運
営
に

あ
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

問　

出
席
の
確
認
や
安
全

管
理
な
ど
支
援
員
の
負
担

は
大
き
く
、
開
所
時
間
の

問
題
で
も
、
フ
ル
タ
イ
ム

で
働
く
保
護
者
に
と
っ
て

時
間
の
ズ
レ
が
生
じ
て
い

る
。

　

人
数
確
保
や
シ
フ
ト
に

つ
い
て
問
う
。

答　

児
童
福
祉
法
に
基
づ

く
放
課
後
健
全
育
成
事
業

の
運
営
基
準
に
定
め
ら
れ

た
、
児
童
40
人
に
対
し
、

認
定
資
格
を
有
し
た
者
1

名
と
補
助
員
1
名
の
支
援

員
を
適
正
に
配
置
し
て
い

ま
す
。
支
援
を
要
す
る
児

童
が
増
加
し
て
い
る
背
景

も
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
支

援
員
を
配
置
し
実
状
に
応

じ
た
適
正
配
置
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

岩
川
　
信
子
　
議
員

（
恵
風
会
）

学
童
保
育
の
現
状
に
つ
い
て
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公立 2病院は全国の
他の公立病院と比べて
健全な経営です

問　

市
立
長
浜
病
院
及
び

長
浜
市
立
湖
北
病
院
へ
の

市
か
ら
の
繰
出
金
に
つ
い

て
、
全
国
の
公
立
病
院
と

比
較
し
て
市
は
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
い
る
の
か
問

う
。

答　

市
立
長
浜
病
院
に
対

す
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金
は
、
ほ
ぼ
国
が
示
し

て
い
る
繰
出
基
準
内
ど
お

り
で
あ
り
、
一
般
的
に
国

か
ら
の
交
付
税
算
定
基
準

内
繰
出
と
し
て
い
る
状
況

で
す
。
令
和
2
年
度
の
医

業
収
益
に
対
す
る
他
会
計

繰
出
金
︵
約
7
億
円
︶
の

割
合
は
市
立
長
浜
病
院
が

6
．
1
％
で
、
全
国
平
均

は
約
11
．
3
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
資
本
的
収
入
に

お
け
る
他
会
計
繰
出
金
、

い
わ
ゆ
る
出
資
金
︵
約

5
億
円
︶
の
割
合
は
、
市

立
長
浜
病
院
が
21
．
9
％

で
、
全
国
平
均
は
37
．

6
％
で
あ
り
、
全
国
的
に

見
て
も
低
い
割
合
で
す
。

　

長
浜
市
立
湖
北
病
院
に

つ
い
て
は
、
一
定
、
財
源

不
足
を
補
う
基
準
外
の
繰

出
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
へ
き
地
医
療
拠
点

病
院
と
し
て
の
役
割
等

を
考
慮
し
て
精
査
し
た

上
、
必
要
な
も
の
と
し
て

1
億
3
千
5
百
万
円
の
基

準
外
繰
出
し
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

長
浜
市
と
し
て
は
、
適

正
に
繰
出
し
を
し
て
い
る

と
評
価
し
て
い
ま
す
が
、

繰
出
し
の
妥
当
性
に
つ
い

て
は
、
経
営
形
態
検
討
委

員
会
の
中
で
、
専
門
的
な

立
場
か
ら
し
っ
か
り
と
検

証
し
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市立長浜病院

大
橋
　
延
行
　
議
員

（
恵
風
会
）

公
立
2
病
院
の

繰
出
金
に
つ
い
て

市民目線で
政策を！

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
こ
の
3

年
間
は
経
済
の
疲
弊
も
あ

り
国
民
、
市
民
の
全
て
の

人
々
が
行
動
制
限
や
目
に

見
え
な
い
感
染
症
の
リ
ス

ク
に
脅
か
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
市
民
目
線
で
の
支

援
策
は
な
い
の
か
問
う
。

答　

長
浜
市
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
以
来
、
感
染
拡
大
の

影
響
を
受
け
て
い
る
市
民

の
生
活
や
事
業
者
を
支
援

す
る
た
め
﹁
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
﹂
を

は
じ
め
と
す
る
国
庫
補
助

や
各
種
基
金
等
を
活
用
し

て
、
令
和
2
年
度
に
は
1�

5�

8
億
円
、
令
和
3
年
度

に
は
45
億
円
、
令
和
4
年

度
は
21
億
円
と
総
額
2�

2�

4
億
円
の
予
算
を
投
じ
、

支
援
を
講
じ
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
端

を
発
し
た
原
油
価
格
、
電

気
・
ガ
ス
料
金
と
い
っ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高

騰
、
食
料
品
価
格
等
の
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た

市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん

に
対
し
て
も
、
子
育
て
、

教
育
、
福
祉
、
商
工
業
、

林
業
な
ど
幅
広
い
分
野
に

お
け
る
対
策
に
加
え
、
未

来
へ
の
投
資
な
ど
適
宜
適

切
な
支
援
を
講
じ
て
い
き

ま
す
。

　

新
年
度
予
算
に
お
い
て

子
育
て
世
帯
、
低
所
得
者

世
帯
、
価
格
転
嫁
が
困
難

な
福
祉
事
業
者
等
へ
の
支

援
に
つ
い
て
、
切
れ
目
な

い
対
策
が
で
き
る
よ
う

1
億
2
千
万
円
の
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

千
田
　
貞
之
　
議
員

（
恵
風
会
）

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
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各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

個 人 一 般 質 問

問　

県
内
で
は
、
お
う

み
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
協
定
締
結
を

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
が
、
連
携
協
定
締
結
に

向
け
て
の
当
局
の
考
え
を

問
う
。

答　

犯
罪
被
害
者
支
援
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
16

年
に
成
立
し
ま
し
た
国
の

﹁
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
﹂

に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体

に
対
し
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
総
合
的
施
策
の
推
進

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
本
市
で

は
、﹁
長
浜
市
防
犯
の
推

進
に
関
す
る
条
例
﹂
に
お

い
て
、﹁
犯
罪
被
害
者
へ

の
支
援
﹂
を
位
置
づ
け
、

犯
罪
被
害
者
支
援
見
舞
金

の
支
給
な
ど
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
で
、

犯
罪
被
害
者
支
援
は
、
行

政
の
支
援
だ
け
で
は
十
分

と
は
い
え
ず
、
生
活
面
で

の
サ
ポ
ー
ト
や
心
と
身
体

の
ケ
ア
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
支
援
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
ご
質
問
に

あ
り
ま
す
よ
う
に
被
害
者

支
援
団
体
を
は
じ
め
、
警

察
、
弁
護
士
会
、
医
師
会
、

公
認
心
理
師
関
連
団
体
な

ど
の
多
岐
の
機
関
と
連
携

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
以
前
か
ら
県
単
位

で
の
連
絡
協
議
会
を
通
じ

て
連
携
し
て
総
合
的
な
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
さ
ら
な
る
連
携

を
深
め
る
た
め
に
個
別
に

協
定
を
締
結
す
る
必
要
が

あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
状

況
を
踏
ま
え
て
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

犯罪被害者支援を呼びかける活動

北
川
　
陽
大
　
議
員

（
つ
な
ぐ
長
浜
）

長
浜
市
の
犯
罪
被
害
者

支
援
の
方
向
性
に
つ
い
て

県道東野虎姫線
バイパス早期実現を

問　

過
疎
解
消
に
も
つ
な

が
る
県
道
東
野
虎
姫
線
の

バ
イ
パ
ス
早
期
整
備
の
意

義
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
う
。

答　

地
域
の
重
要
な
交
通

軸
と
し
て
、
道
路
、
防
災
、

産
業
及
び
地
域
発
展
の
た

め
に
、
バ
イ
パ
ス
整
備
は

大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
滋
賀
県
に
お
い

て
、
道
路
整
備
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
事
業
化
へ
の
位
置

づ
け
を
最
優
先
に
、
滋
賀

県
と
協
議
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

地
域
の
盛
り
上
が
り
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
先
月

25
日
に
は
、﹁
県
道
東
野

虎
姫
線
バ
イ
パ
ス
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
﹂
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

バ
イ
パ
ス
整
備
の
実
現

に
は
多
く
の
課
題
も
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
市
と
し
ま

し
て
も
、
本
同
盟
会
や
滋

賀
県
と
と
も
に
、
早
期
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

多
賀
　
修
平
　
議
員

（
恵
風
会
）

県
道
東
野
線
の
バ
イ
パ
ス

整
備
の
推
進
に
つ
い
て

県道東野虎姫線
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　写真に団体名と、活動内容の紹介等コメント（60文字程度）を添え、データを市議会事務局
（gikai@city.nagahama.lg.jp）へ6月1日までに送信ください。8月1日発行号（予定）に掲載します。
〈注意事項〉未発表のもので、被写体（人物・建物等）の肖像権や撮影対象関係者の承諾を得たものに限ります。応募作品の公開によるト
ラブルが生じた場合、応募者の責任及び負担において、その一切を解決するものとします。営利目的、宗教活動、政治活動、また反社会
的団体に関する作品は応募できません。採用は、議会だよりにふさわしいものを市議会広報広聴委員会で決定し、著作権は長浜市に帰属
します。応募に係る一切の費用は応募者でご負担ください。

 ※ 表内の「○」は賛成、「×」は反対を表します。　　※ 会派名の「無」は、会派に属さない議員です。　　※ 議長の松本長治議員は採決に加わりません。

令和5年3月定例月議会議決結果表

番号 案　　　名

付
託
先
委
員
会

会派

議員

議決結果

恵風会 新しい風 日本共産党 つなぐ
長浜

公
明
党
無 無

伊
藤
喜
久
雄

岩
川　

信
子

大
橋　

延
行

千
田　

貞
之

多
賀　

修
平

藤
井　
　

登

松
本　

長
治

矢
守　

昭
男

押
谷　

正
春

加
納　

義
之

竹
本　

直
隆

田
中　

真
浩

中
川　
　

勇

中
川
リ
ョ
ウ

鬼
頭　

明
男

髙
山　
　

亨

橋
本　

典
子

北
川　

陽
大

村
山
さ
お
り

鋒
山　

紀
子

押
谷
與
茂
嗣

杉
本　

英
一

○市長提出議案（3/22採決）
第1号 令和5年度長浜市一般会計予算 予 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇
第2号 令和5年度長浜市国民健康保険特別会計予算 予 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇
第4号 令和5年度長浜市後期高齢者医療保険特別会計予算 予 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇
第5号 令和5年度長浜市介護保険特別会計予算 予 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇

〇請願（3/22）採決
第2号 住民投票条例制定に向け研究検討を求めることについての請願 総 不採択 × 〇 × × × × - × × × × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ×

●賛否の分かれた議案等

●全員一致で可決・採択したもの
○委員会提出議案（3/8採決）

番号 件名
第1号 長浜市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について
第2号 長浜市議会委員会条例の一部改正について

○市長提出議案（3/22採決）

番号 件名 付託先
委員会 番号 件名 付託先

委員会

第3号 令和5年度長浜市国民健康保険特別会計（直診勘定）予算 予 第24号 長浜市市営住宅条例等の一部改正について 産
第6号 令和5年度長浜市休日急患診療所特別会計予算 予 第25号 長浜市消防団の設置等に関する条例の一部改正について 総
第7号 令和5年度長浜市農業集落排水事業特別会計予算 予 第26号 長浜市長浜城歴史博物館条例の一部改正について 総
第8号 令和5年度長浜市病院事業会計予算 予

第27号
ながはま 0次予防コホート事業における試料・情報
の蓄積及び管理運用に関する条例の一部改正について

健
第9号 令和5年度長浜市公共下水道事業会計予算 予
第10号 令和4年度長浜市一般会計補正予算（第13号） 予

第28号
長浜市改良住宅の譲渡に関する条例及び長浜市改良
住宅譲渡促進資金貸付条例の一部改正について

産
第11号 令和4年度長浜市国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 予
第12号 令和4年度長浜市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第3号） 予 第29号 長浜市附属機関設置条例の一部改正について 健
第13号 令和4年度長浜市介護保険特別会計補正予算（第2号） 予

第30号
長浜市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正について

総
第14号 令和4年度長浜市休日急患診療所特別会計補正予算（第1号） 予
第15号 令和4年度長浜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第3号） 予

第31号
長浜市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正について

総
第16号 令和4年度長浜市病院事業会計補正予算（第4号） 予
第17号 令和4年度長浜市公共下水道事業会計補正予算（第2号） 予

第32号
長浜市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正について

健
第18号 手話で共に暮らす長浜市手話言語条例の制定について 健

第19号
長浜市公共施設予約システムの導入に伴う関係条例
の整備に関する条例の制定について

総
第33号 財産の譲渡について 総
第34号 財産の貸付けについて 総

第20号 長浜市手数料条例の一部改正について 予 第35号 令和5年度長浜市一般会計補正予算（第1号） 予
第21号 長浜市国民健康保険条例の一部改正について 健 第36号 教育委員会の委員の任命について -
第22号 長浜市保育所条例の一部改正について 総 第37号 教育委員会の委員の任命について -
第23号 長浜市農業集落排水処理施設条例の一部改正について 産 第38号 監査委員の選任について -

○請願（3/22採決）
第1号 「長浜市長等の政治倫理条例」制定に向け研究検討を求めることについての請願 総
第3号 「霞堤内農地の公益性の認定と農家の収入減少補填を求める意見書」の提出を求める請願 産
第4号 「高時川の抜本的な環境回復計画の策定と実施を求める意見書」の提出を求める請願 産

〇委員会提出意見書案（3/22採決）
第1号 霞堤内農地の公益性の認定と災害復旧早期対応の強化を求める意見書
第2号 高時川の抜本的な環境回復計画の策定と実施を求める意見書

市内で元気に活動中の
市民活動団体の皆さま 議会だより表紙を飾りませんか

予・・予算　　総・・総務教育

予・・予算　総・・総務教育　健・・健康福祉　産・・産業建設
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本会議での発言を即時に文字に変換して画面に映し出す音声認識表示

システムを導入しました。文字で表示されることにより、聴覚にしょう

がいのある方など、どなたでも傍聴していただけるようになっただけ

でなく、難しい用語が多い議会のやりとりがわかりやすくなりました。

ぜひ傍聴にお越しください。

市民の皆さまに長浜市議会の理解と関心を深めてもらうため、市議会の役割や仕事等に
ついてわかりやすく紹介する動画を作成しました。ぜひご覧ください。

　議場の傍聴席に

\ 音声認識表示システムを導入 /

\ 市議会紹介動画を作成 /

5月18日（木）� 定例常任委員会
5月29日（月）� 議会運営委員会
6月��5日（月）� 6月定例月議会本会議
� � （議案上程、提案説明）
6月��8日（木）� 議会運営委員会
6月14日（水）、15日（木）、16日（金）
� � 本会議（個人一般質問）
6月19日（月）� 産業建設常任委員会、予算分科会
6月20日（火）� 健康福祉常任委員会、予算分科会
6月21日（水）� 総務教育常任委員会、予算分科会
6月23日（金）� 予算常任委員会
6月27日（火）� 6月定例月議会本会議
� � （委員会報告、討論、採決）

議会だよりは、2月、5月、8
月、11月に発行します。
ぜひ、皆さまの生活に密接に
関わる議会の活
動を知る時間に
してください。

本会議と委員会の様子はイン
ターネットで配信しています。
スマートフォンでも視聴でき
ます。

定例月議会は、3月、6月、9
月、12月に開催します。傍聴
をご希望の方は、会議開催日
に、長浜市役所 6階議会事務
局までお越しください。

議会についてのホームページは
こちらからご覧いただけます。

※日程は変更される場合があります。
　このほかにも随時、議会運営委員会等が開催されます。
　詳しくはホームページまたは議会事務局でご確認ください。

今後の会議予定（5 月 1 日以降） 議会を読もう

議会を生中継で見よう

議会を傍聴しよう

議会をもっと知ろう

編
後

集
記

�■WBCの歓喜・感動の余韻さめやらぬ中、

編集後記を書いています。

　侍ジャパンのメンバーの方々には、喜び

と感動を与えていただきました。何より、

私たちに様々なことを教えていただいた

と思います。フラッグを掲げ目標を明確に

示し、選手を信じチームを鼓舞する、栗山

監督にはリーダーの覚悟。選手には、新た

な仲間を受け入れ、力を合わせ、失敗はみ

なで補い合う、チームの在り方。私たち議

員に、己の行いを顧みるように示唆されて

いると感じました。

　今日、「忘己利他」の精神を、自分自身

に改めて、問いかけています。

長浜市議会広報広聴委員会

TEL�65-6547

次回議会だより
の発行は

8 / 1 ㈫ を
予定しています。


